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〈免責事項〉SBIホールディングス株式会社
〒106‒6019 東京都港区六本木一丁目6 番 1号
TEL：03‒6229‒0100
E-mail：inq-ir@sbigroup.co.jp

この報告書に記載されている、SBIホールディングス（株）および連結子会社の現在の計画、見通し、戦略
などのうち、歴史的事実のないものは、将来の業績に関する見通しであり、これらは各資料発表時点において
SBIホールディングス（株）の経営方針により、入手可能な情報およびSBIホールディングス（株）が合理的で
あると判断した一定の前提に基づいて作成したものです。したがって、主要市場における経済情勢やサービス
に対する需要動向、為替相場の変動など、様々な要因の変化により、実際の業績は記述されている見通し
とは、異なる結果となり得ることをご承知おきください。

事業年度
定時株主総会
基準日
期末配当の基準日
単元株式数
株主名簿管理人および特別口座管理機関
郵便物送付先
電話お問合せ先
公告方法
公告掲載 URL

毎年4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月
定時株主総会については、毎年3月31日です。その他必要があるときは、あらかじめ公告して臨時に基準日を定めます。
毎年3月31日
100株
東京都中央区八重洲一丁目2番1号　みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部
〒168‒8507 東京都杉並区和泉ニ丁目8番4号　みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
0120‒288‒324（フリーダイヤル）　受付時間  9：00～17：00（土・日・祝日を除く）
電子公告により行う。
http://www.sbigroup.co.jp/investors/koukoku/

単元未満株式の買取・買増請求のご案内
①

当社では2012年10月1日より、単元株式数を100株とする単元株制度を採用いた
しました。

単元未満株式（1株～99株）をご所有の場合、「単元未満株式の買取請求」により
当社に買取請求し、売却することができます。
また、「単元未満株式の買増請求」により、当社から単元株式数（100株）に不足する
数の株式を買増請求し、100株単位とすることもできます。
この制度をご利用になる場合は、右記の口座管理機関へお問合せください。
なお、上記買取・買増請求以外に、単元未満株式の独自の取引サービスを取り扱って
いる証券会社もございます。詳しくは、お取引の証券会社へお問合せください。

※ お手続きにあたり、お取引の証券会社等より手数料を請求されることがあります。また、期末等の基準日前の
一定期間ならびにその他受付停止期間が設定された場合、買取請求および買増請求の受付を停止いた
しますので、あらかじめご了承ください。本案内は単元未満株式を保有されている株主の皆さまを対象に、株
式に関する諸手続についてご案内するものです。特定の証券会社との取引の勧誘や、単元未満株式の
買取請求または買増請求の勧誘を目的とするものではありません。これらについては、必ずご自身のご判
断により行ってくださいますようお願い申し上げます。

証券会社の口座に記録された
株式をお持ちの株主様

お取引の証券会社へお問合せ
ください。

② 特別口座に記録された株式を
お持ちの株主様

上記「株主メモ」に記載のみずほ
信託銀行証券代行部へお問
合せください。

※ただし、事故等やむを得ない事由によって電子公告による公告をすることができない場合は、日本経済新聞に掲載する方法により行います。 第16期 中間報告書
【証券コード：8473】
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株主の皆さまへ

収益力強化に向けた諸施策が結実
成長を加速すべく、さらなる攻めの経営へ 

SBI ホールディングス株式会社
代表取締役 執行役員社長

　株主の皆さまには、平素より格別のご理解とご支援を賜り、心より厚く御礼申し上げます。
　当社の業績に大きな影響を与える国内株式市場は、2014年3月期上半期（2013年4月～9月）の国内2市場累計の個人株式委託売買
代金が前年同期のおよそ4.5倍となる206兆5,704億円にまで大幅に拡大し、また海外においても米国では景気に回復基調が見られ、債務
危機に苦しんだ欧州も最悪期を脱出する兆しを見せております。
　このような事業環境の中、当社の今期上半期の連結業績は、営業収益（売上高）は1,281億円（前年同期比89.6％増）、営業利益は345
億円（同4,175.4％増）、税引前四半期利益は330億円（同333億円増）、親会社の所有者に帰属する四半期利益は176億円（同189億
円増）と、前年同期比で大幅な増収増益を達成し、半期業績として過去最高を記録いたしました。

　当社では、これまで時流の変化を捉えた事業戦略を推進してきました。今期上半期の増収増益は、リーマンショック以来の長きにわたる厳し
い事業環境の中で当社が取り組んできた諸施策が、2012年末以来の市況の好転の中で大きく結実したものと考えております。

　2013年度は企業の収益力回復、設備投資の本格化が見込まれるなど、日本経済回復への好循環が生まれつつあり、東京五輪開催決定
による追い風も期待されます。また、年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）の運用見直しの検討や2014年1月からの少額投資非課税
制度（NISA）の開始など、今後の株式市場の活性化を後押しする公的取り組みも続き、当社を取り巻く事業環境はさらに好転する様相を呈し
ています。この好機を確実に捉えるためにも、現在当社グループでは国内外で攻めの経営を強力に推し進めております。

　国内金融サービス事業では、顧客基盤の拡大と収益力強化に向けた取り組みに引き続き注力しており、SBI証券ではNISAを通じた長期投
資家の囲い込み、SBIマネープラザとの連携を通じた法人向けビジネスの強化を図っています。銀行業では、住信SBIネット銀行が2013年10
月にネット専業銀行で初めて預金残高が3.1兆円を突破しましたが、この預金残高増加に対応し、運用の多様化を図るため、各種ローンの取
扱など、同行を中心とする企業生態系の充実・強化に取り組んでいます。また保険事業では、当局の許認可が得られた場合は生命保険業に
進出し、国内金融生態系を完成させます。この生命保険業進出に際しては、事業開始時よりSBIグループの有するネットと保険ショップ、コール
センターの各チャネルを最大限活用し展開することを想定しています。
　アセットマネジメント事業では、国内外での新ファンドを通じて運用を積極化しています。国内では新ファンドの運用開始に向けて投資家の募
集に注力しており、海外においてはオランダ開発金融公庫との共同設立ファンドの運用を開始いたしました。また投資先のEXITについては海
外の株式市場も視野に入れており、オートサーバー社は2013年11月に台湾グレタイ証券市場より新規上場承認を得ており、2014年1月14日
に日本企業初となる同市場へのプライマリー上場を予定しています。さらに海外では各国の状況に応じて金融生態系の構築を順次展開して
おり、韓国ではSBI貯蓄銀行を中心に進め、中国では陸家嘴集団、新希望集団との戦略的提携で合意し、上海自由貿易試験区におけるオン
ライン金融事業の共同展開を目指しています。このほか、インドネシア、カンボジア、ベトナムといったASEAN地域でも金融生態系の構築を進
めてまいります。
　また、ALA関連事業では、国内ではSBIアラプロモより7月に『アラプラス ゴールド』、11月に『アラプラス』と健康食品の新商品の販売が開
始されており、海外では中東でのALA関連事業の拠点であるバーレーンのほか中国などにおいても、ALA含有の健康食品の販売体制を強化
するなど、収益化に向けた取り組みが国内外で本格化しています。

　当社は、これらの成長戦略を今後加速させるために、2013年11月にユーロ円建転換社債型新株予約権付社債（ユーロ円CB）を発行い
たしました。今回調達した資金は、金融サービス事業へ約150億円（関係当局の認可を得られた場合に実施するピーシーエー生命の株式取
得資金 約85億円、SBI損保への増資資金 約50億円、子会社への投融資資金 約15億円）、アセットマネジメント事業へ約50億円（国内外
ファンド等への自己投資資金及び海外金融サービス事業への投融資資金）、バイオ関連事業へ約20億円（子会社への投融資資金）を充当
するとともに、社債償還、借入金返済といった有利子負債の返済へも約80億円充当することを予定しており、短期債務残高を圧縮し、負債を
長期化することで、財務基盤の一層の安定化もあわせて実現してまいります。なお、本CBは、ゼロクーポンであるため金利の支払負担はなく、
IFRS上では支払利息を計上するものの、その実効金利は期間4年にも関わらず当社が現在発行している期間3年の普通社債を下回り、調達
コストは0.3％程度低減します。

　当社といたしましては、今後見込まれる一層の事業環境の好転を確実に捉え、さらなる成長を実現すべく国内外で攻めの経営を展開し、更
なる事業の発展と企業価値の向上へ向けて、全役職員一同尽力してまいる所存でございます。
　株主の皆さまにおかれましては、引き続きご指導ご鞭撻を賜りますよう、心からお願い申し上げます。
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日経平均株価推移
2007年4月以降の経済・社会情勢と当社の事業戦略

当社の事業戦略
① 2007/08 SBIジャパンネクスト証券の営業開始
② 2007/09 住信SBIネット銀行の開業
③ 2008/01 SBI損保の開業
④ 2008/04 SBIアクサ生命保険の営業開始

⑤ 2008/11 SBIリクイディティ・マーケットの営業開始
⑥ 2010/02 SBIアクサ生命保険の全株式を譲渡
⑦ 2010/07 「ブリリアント・カット化」の推進を発表。
 事業の「選択と集中」を徹底

⑧ 2012/05 SBI FXトレードの営業開始
⑨ 2012/06 AM事業およびFS事業の中間持株会社を設立
⑩ 2012/09 SBIジャパンネクスト証券の連結子会社化
⑪ 2013/03 現SBI貯蓄銀行の連結子会社化
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事業環境および過去最高を記録した連結業績

時流の変化を見据えた成長戦略を推進



決算ハイライト（国際会計基準（IFRS）に準拠）2
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セグメント別業績の概況 3
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営業収益（百万円） 営業利益（百万円）

当社は2013年3月期第1四半期より国際会計基準（IFRS）に基づく開示を開始しており、2011年9月期の連結業績はあくまで国際会計
基準（IFRS）での業績比較のために作成したものです。

税引前四半期利益（損失）（百万円）

四半期利益（損失）（百万円） 四半期利益（損失）のうち
親会社の所有者への帰属分（百万円）

資産合計（百万円） PBR（1株当たり親会社所有者帰属
持分倍率）※2（倍）

実質的親会社所有者帰属持分比率※1（％）
親会社所有者帰属持分比率（％）
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　市場環境の好転を受け、金融サービス事業の利益水準は大幅に
向上しました。SBI証券の営業利益は約169億円※1と半期業績として
過去2番目に高い金額を計上し、SBIジャパンネクスト証券も約5億
円※1と今期上半期だけで2013年3月期通期の倍以上の営業利益
を計上しました。また、SBIマネープラザも証券事業が引き続き堅調に
推移し、営業利益は約6億円※1となりました。さらにSBI損保の損失は
縮小傾向にあり、2016年3月期の通期黒字化がほぼ確実視されて
います。なお住信SBIネット銀行※2は、今期通期での経常利益100億
円※1超えが期待されるまでに順調に事業基盤を拡大しています。

（前年同期比 43.4％ 増）

（前年同期比 378.5％ 増）

営業収益 72,582百万円

18,556百万円税引前
四半期利益

営業収益構成比率

56.7％

金融サービス事業

　2013年1月から10月末までに国内でIPOした32社すべての
初値が公募価格を上回り、その平均倍率が2.3倍となるなど非
常に良好な事業環境の下で、2013年6月に上場したリプロセル
等の保有銘柄の「公正価値評価の変動による損益及び売却損
益」がアセットマネジメント事業の業績を大きく牽引しました。また
買収した韓国のSBI貯蓄銀行（旧現代スイス貯蓄銀行）につい
ても、今期上半期に約20億円の税引前四半期利益（IFRSベー
ス）を計上しており、今後の更なる収益力強化に向けて様々な取
り組みを進めています。

（前年同期比 265.4％ 増）

（前年同期比 3,703.6％ 増）

営業収益 49,933百万円

18,205百万円税引前
四半期利益

営業収益構成比率

39.0％

アセットマネジメント事業

　SBIバイオテックやその子会社であるクォーク社における医薬品開
発、ならびにSBIファーマにおけるALA（5-アミノレブリン酸）を活用した
医薬品や健康食品、化粧品の研究開発は順調に進捗しています。
クォーク社では創薬パイプラインのマイルストーン契約に基づく成功報
酬の一部受領や今期第3四半期中に予定しているインドの大手製薬
企業へのパイプライン導出（1.5百万USドル）が見込まれているほか、
SBIファーマでもエーザイ株式会社へALAの供給を開始しており、バイ
オ関連事業全体で今期通期の黒字化が見込まれています。なお、SBI
バイオテックは2014年内の株式公開に向けて準備を進めています。

（前年同期比 197.0％ 増）

（前年同期比 412百万円 増）

営業収益 1,486百万円

▲748百万円税引前
四半期利益

営業収益構成比率

1.2％

バイオ関連事業

各期末当社株式東証終値

各期末1株当たり
親会社の所有者に帰属する持分

PBR =

（2013年9月末当社株式東証終値 : 1,266円）

※ 投資用収益物件の開発と販売を行う事業およびインターネットによる仲介サービスサイトの運営等を行う住宅不動産関連事業などは報告セグメントに含まれない「その他」の区分に集計しています。
※1 日本会計基準
※2 持分法適用会社

※1 証券会社特有の資産・負債勘定の影響を考慮した実質的な親会社所有者帰属持分比率。
※2 当社は、2012年10月1日付で株式1株につき10株の分割を行っており、当該株式分割に伴う影響を加味し、遡及修正を行った場合の数値を基に計算、表記しています。
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特集 : 進化を続けるNo.1オンライン証券　SBI証券

進化を続けるNo.1オンライン証券　SBI証券
　今期上半期（2013年4月～9月）のネット証券大手5社※1の株式売買代金は半期ベースで7年半ぶりに過去最高を更新しまし
た。この活況を呈するネット証券の中で国内個人株式委託売買代金No.1を誇るのがSBI証券です。今回は、ネット証券だけでなく
証券業界全体の中でも存在感を放つSBI証券の近年の取り組みをご紹介いたします。

　SBIグループは創業以来、金融生態系の構築に腐心してきましたが、その事業構築の根底には「企業生態系の構築が最も有効かつ強
力な仕組みの差別化であり、圧倒的な競争優位性を実現するためには必要不可欠である」というインターネット時代における組織観が一貫
して流れています。

　SBI証券では、SBIグループの経営理念である「顧客中心主義」に則り、「業界屈指の格安手数料」を追求することはもちろんですが、SBI
グループの金融生態系により創出されるシナジーを最大限に活用し、お客様によりよい投資環境、投資機会を提供するため、画期的なサー
ビスを他社に先駆けてスタートしてきました。
　近年、SBI証券が業界に先駆けて開始したサービスの1つに、SBIジャパンネクスト証券の運営する私設取引システム（PTS）を利用した
PTSサービスがあげられます。PTSサービスを通じて、まず夜間の取引が可能（2007年8月～）になり、2011年6月からは東京証券取引所
等の取引所とPTS市場の気配価格を自動で監視し、投資家に最も有利な市場を自動選択し発注するSOR注文（最良執行注文）が可能
になりました。さらに、PTSで約定した場合の売買手数料を取引所で約定した場合よりも約5%安く設定したこと等により、お客様の国内株
式の売買に関わる取引コストの低減、運用パフォーマンス向上を図っています。また、住信SBIネット銀行との連携により実現したSBIハイブ
リッド預金口座（住信SBIネット銀行が2012年9月取引システムに関して特許を取得）や外貨入出金サービス（2012年10月～）等の施策
は、お客様の資金の流動性を飛躍的に高めました。

　これらはお客様の利便性はもとより、SBI証券の業界
における競争優位性ともなっています。一方、SBI証券へ
サービスを提供することで、サービス提供側のSBIグルー
プ各社へも大きな好循環をもたらします。例えば、SBI証
券の口座開設申込者の3割強※2が住信SBIネット銀行
口座を同時に申し込んでおり、住信SBIネット銀行の預
金残高や住宅ローン累積実行額にも寄与しています。
SBIジャパンネクスト証券についても、SBI証券のお客様
の市場参加が取引ボリュームや流動性を高め、同社の
収益化をもたらす要因ともなりました。

※3 2013年11月8日現在

※1 カブドットコム証券、松井証券、マネックス証券、楽天証券、SBI証券
※2 2013年3月～10月累計 

お客様、SBI証券、SBIグループ各社が生み出すシナジー
　仕組みの差別化の一方で、SBI証券では近年商品ラインナップの拡充にも努めています。特に、投資信託は主要ネット証券最多の1,300
本以上、そのうち手数料が無料（ノーロード）の商品の取り扱いも431本と業界最多となっています※3。また、外国株式についても、2013年1月
にシンガポール、タイ、マレーシアの株式取引を開始し、2013年11月現在でネット証券最多の9カ国の外国株式を扱っています。
　この投資信託や外国株式は2014年1月より始まるNISA（少額投資非課税制度）の対象ともなっており、SBI証券でNISA口座を保有する
ことの大きなメリットの1つともなっています。
　その他にも、国内外の債券、先物オプション、FXなどの様 な々商品を取り扱っており、投資情報でも会社四季報やモーニングスターの評価レポー
トに加えて、国内株式、外国株式、為替及び先物・オプションなどの各種レポートが無料で利用できるなど投資環境の充実にも注力しています。
　このようにSBI証券がラインナップやサービスの拡充に力を注ぐ理由の第一は、お客様に多様な投資機会をご提供することにあります。お
客様の資産運用に多様な選択肢をご提案するとともに、SBI証券ワンストップでの分散投資を可能にしています。また、一方でSBI証券に
とっても、国内株式以外の商品が充実するということは、収益における株式委託手数料への依存度を下げ、収益源を多様化させることを意
味し、株式市況に左右されにくい事業基盤の構築を目指すSBI証券、SBIグループの狙いとも合致します。
　また法人向けビジネスについても現在IPO案件の引受関与率は国内のあらゆる証券会社の中で1位※4となるなど、日増しに存在感が高
まっています。個人部門と比べてまだ成長の余地が大きい法人部門の強化に努めて、個人だけでなく法人部門のビジネスにおいても大手
証券会社に引けをとらない総合証券会社を目指してまいります。

商品ラインナップの拡充と強い事業基盤の構築へ

SBI証券ではじめる ！ NISA（ニーサ）
豊富な取扱商品

国内株式（買・売）
海外ETF（買う）
国内株式（買・売）
海外ETF（買う）

※2013年11月8日現在

SBI証券とSBIグループ各社との連携例

オンライン証券最大の口座数
約278万口座 
（2013 年 9 月末）

日本最大規模のPTS市場
「ジャパンネクストPTS」を

運営

投資信託商品の開発など投資信託の評価および
各種金融情報の提供

SBIハイブリッド預金、外貨入出金サービス等を通し、
 証券口座と銀行口座の一元管理が可能に

日本最大の中国情報サイト

FX取引に係る
マーケットインフラを提供

SBI証券の
NISA口座なら

豪華賞品が当たるNISA口座開設キャンペーン 実施中 ！ https://www.sbisec.co.jp/詳しくはSBI証券のサイトをご覧ください。

　これらは「顧客中心主義の徹底」の理念から発し「企業生態系」の中から生まれたSBI証券のサービス提供が、お客様へ利便性をもたら
し、「仕組みの差別化」としてSBI証券の競争優位性を創出する好例となっています。

【金融商品取引法に係る表示】
商号等：株式会社SBI証券　金融商品取引業者　登録番号：関東財務局長（金商）第44号　加入協会：日本証券業協会、一般社団法人金融先物取引業協会
【手数料等及びリスク情報について】
SBI証券で取り扱っている商品等へのご投資には、各商品毎に所定の手数料や必要経費等をご負担いただく場合があります。また、各商品等は価格の変動等により損失が生じるおそれがあります。各商品等へ
の投資に際してご負担いただく手数料等及びリスクは商品毎に異なりますので、詳細につきましては、SBI証券WEBサイトの当該商品等のページ、金融商品取引法に係る表示又は契約締結前交付書面等をご
確認ください。

00円円実質手数料実質手数料
2014年分の2014年分の

投資信託
取扱本数
投資信託
取扱本数

外国株式取扱国数外国株式取扱国数

本以上本以上1,3001,300
99カ国カ国

※※

※※

低コスト

※4 2013年3月期通期および2014年3月期第2四半期累計期間 
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連結財務諸表（国際会計基準（IFRS）に準拠）

344,360

48,894

153,612

135,609

387,310

372,440

255,634

1,304,605

376,177

2,192

35,371

15,430

6,823

2,133,852

81,668

160,550

▲ 5,117

6,196

60,002

303,299

57,236

360,535

2,494,387

363,936

81,152

127,684

196,228

510,803

483,893

299,854

1,618,462

326,841

5,686

35,076

28,416

10,141

2,469,710

81,681

156,507

▲ 5,132

11,052

76,536

320,644

61,323

381,967

2,851,677

負債

 社債及び借入金 

 営業債務及びその他の債務

 証券業関連負債

  信用取引負債 

  有価証券担保借入金 

  顧客からの預り金

  受入保証金 

  その他の証券業関連負債 

   証券業関連負債計 

　顧客預金

 未払法人所得税 

 その他の金融負債 

 その他の負債

 繰延税金負債 

負債合計 

資本

 資本金 

 資本剰余金 

 自己株式 

 その他の資本の構成要素 

 利益剰余金 

 親会社の所有者に帰属する持分合計 

 非支配持分 

資本合計 

負債・資本合計 

POINT   1 資産合計／証券業関連資産、負債合計／証券業関連負債
　今期上半期の国内個人株式委託売買代金が前年同期の約4.5倍に拡大し、SBI証券においても取引が大幅に増大しました。これを
受け、資産サイドでは預託金や信用取引資産などの証券業関連資産が前期末比約0.3兆円増、負債サイドでも顧客からの預り金などを
含む証券業関連負債が同約0.3兆円増と両建てで増加しており、資産合計および負債合計が増大している大きな要因となりました。 

連結財政状態計算書（百万円）
前期末
2013.3.31

当第2四半期末
2013.9.30科目

133,362

412,477

846,445

164,935

422,265

1,433,645

26,694

119,268

57,209

35,689

36,355

10,517

185,581

29,928

13,662

2,494,387

206,945

360,572

1,028,329

219,805

501,361

1,749,495

32,355

132,192

56,311

36,666

34,531

11,477

191,850

30,858

8,425

2,851,677

資産

 現金及び現金同等物 

 営業債権及びその他の債権 

 証券業関連資産

  預託金 

  信用取引資産 

  その他の証券業関連資産 

   証券業関連資産計 

 その他の金融資産

 営業投資有価証券 

 その他の投資有価証券 

 持分法で会計処理されている投資 

 投資不動産 

 有形固定資産

 無形資産 

 その他の資産

 繰延税金資産

資産合計  

連結損益計算書（百万円）
前第2四半期
連結累計期間

2012.4.1～2012.9.30

当第2四半期
連結累計期間

2013.4.1～2013.9.30
科目

営業収益 

営業費用

 営業原価 

 金融費用

 販売費及び一般管理費

 その他の費用 

 営業費用合計

持分法による投資利益 

  営業利益

その他の金融収益・費用

 その他の金融収益 

 その他の金融費用 

 その他の金融収益・費用合計 

  税引前四半期利益（▲は損失）

法人所得税費用 

  四半期利益（▲は損失）

四半期利益の帰属

  親会社の所有者 

  非支配持分

2,494,387 2,851,677

前期末
2013.3.31

当第2四半期末
2013.9.30科目

67,583

▲ 27,193

▲ 2,276

▲ 35,447

▲ 1,099

▲ 66,015

▲ 762

806

293

▲ 1,395

▲ 1,102

▲ 296

▲ 523

▲ 819

▲ 1,364

545

128,114

▲ 33,253

▲ 9,623

▲ 46,745

▲ 3,819

▲ 93,440

▲ 207

34,467

388

▲ 1,858

▲ 1,470

32,997

▲ 14,414

18,583

17,570

1,013

連結包括利益計算書（百万円）
前第2四半期
連結累計期間

2012.4.1～2012.9.30

当第2四半期
連結累計期間

2013.4.1～2013.9.30
科目

四半期利益（▲は損失） 

その他の包括利益

 純損益に振替えられることのない項目

  その他の包括利益を通じて
  公正価値で測定する金融資産 

 純損益に振替えられる可能性のある項目

  在外営業活動体の換算差額

  キャッシュ・フロー・ヘッジ

  税引後その他の包括利益

  四半期包括利益 

四半期包括利益の帰属

  親会社の所有者

  非支配持分

▲ 819

▲ 958

▲ 3,723

49

▲ 4,632

▲ 5,451

▲ 5,879

428

18,583

1,190

4,558

ー
5,748

24,331

23,560

771

連結キャッシュ・フロー計算書（要約）（百万円）
前第2四半期
連結累計期間

2012.4.1～2012.9.30

当第2四半期
連結累計期間

2013.4.1～2013.9.30
科目

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物に係る
為替変動による影響

現金及び現金同等物の四半期末残高

2,809

5,336

▲ 13,524

▲ 5,379

159,833

▲ 2,393

152,061

45,407

6,465

19,424

71,296

133,362

2,287

206,945

POINT   2 営業収益／営業利益 POINT   3 営業活動によるキャッシュ・フロー
　今期上半期における営業収益は前年同期比89.6％増の約
1,281億円、営業利益は4,175.4％増の約345億円となり、半
期業績としては日本会計基準で業績を発表していた期間を含め
て過去最高を記録しています。セグメント別業績についても、す
べてのセグメントにおいて大幅な増収・増益を達成しています。

　今期上半期の税引前四半期利益が約330億円と前年同
期と比較して大幅に増加したことなどにより、営業キャッシュ・
フローは前年同期の約16倍となる約454億円へと大幅に増
加しました。
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がんの治療にかかった費用を０円にできるがん保険

保険期間：５年

実際にかかった治療費を実額補償！ポイント01

入院日数や通院日数に対して一定の保険金を支払うのではなく、実際
にがん治療にかかった費用を、かかった分だけお支払い。

先進医療だけでなく、自由診療も補償！ポイント 02

先進医療だけではなく、自由診療も補償します。先進医療も、自由診療
も実際にがん治療にかかった費用をお支払いします。
※SBI損保の支払基準を満たす診療に限ります。

通院治療費は、最大1,000万円まで補償！ポイント 03

抗がん剤治療による通院や退院後の補助療法まで実額で補償。
通院日数に制限なく、退院後も安心してがん治療に専念できます。
※SBI損保の支払基準を満たす診療に限ります。

ネットを活用した割安な保険料！ポイント 04

人や書類を極力介さずに主にインターネットを通じてお客さまと保険
契約を結ぶことで、余計な中間コストを削減。

※上記掲載の保険料は2013年10月1日時点のものです。

（がん診断保険金額100万円）

【引受保険会社】SBI損害保険株式会社 
このページはSBI損害保険株式会社がご提供する「SBI損保のがん保険（自由診療タイプ）（がん治療費用保険）」の保険商品及びサービスの概要を説明したものです。
詳細は「重要事項説明書」（契約概要、注意喚起情報）、「ご契約のしおり」、「サービスガイド」、Webサイトを必ずご参照ください。

※通院治療費はご契約ごと（5年ごと）に1,000万円までとなります。
※公的医療保険制度にて保障されるべき金額（公的保険診療で可能な診療を自由診療にて行った場合
の公的保険診療相当分、高額療養費相当額）はお支払いの対象とはなりません。治療費等の実額を支払
う他の保険契約がある場合は、他の保険契約を含めた治療費の実額が保険金の限度となります。

SBI損保

SBI損害保険住信SBIネット銀行

安くて便利な保険商品を提供するネット損保 SBI損害保険。お見積・お問合せはこちら ！

0800-8880-105
フリーコール

http://www.sbisonpo.co.jp/gan/
インターネット

SBI損保　がん保険 検 索携帯電話・PHSからもOK　
受付時間　平日9：00～17：30
　　　　  （土日祝日・12/31～1/3を除く）

お問合せはこちら

0120-974-646
または 03-5363-7372
平日9：00～19：00　土・日・祝日9：00～17：00
※ 12月31日、1月1日～3日、5月3日～5日を除く

フリーダイヤル

http://www.netbk.co.jp/
インターネット

すみしんSBI 検 索

モバイルアクセス

2013年11月1日現在

本サービスは、ボートレースや競馬など、各公営競技のオフィシャル団体が運営を行っている
投票サービスに会員登録を行う際、住信SBIネット銀行を利用銀行として登録いただくことで、
投票資金を住信SBIネット銀行の口座からリアルタイムで入出金できる便利なサービスです。
パソコンや携帯電話からいつでも・どこでもインターネットで投票ができるようになります。当社
の代表口座をお持ちのお客さまは、会員登録後すぐにご利用いただけます。

ダービーも、天皇賞も、有馬記念も、誰でも知ってるあのレースが
住信SBIネット銀行の口座を使って買えるようになりました !

○申し込んだその日に、すぐ利用可能です ！
即PAT新規登録の受付時間は、JRA競馬開催
日の発売時間帯、または地方競馬IPATの発売
時間帯となります。

○パソコン、スマートフォン、ケータイで、どこにいても
馬券が買えます ！

○土曜・日曜の発売時間中でも入金・出金できます ！
【ご注意事項】
住信SBIネット銀行の代表口座開設後に各競技のオフィシャルサイトにてインターネット投票の会員登録が必要です。20歳未満のお客さま、法人・営業性個人のお客さまは利用できません。 お申込みには、住信SBIネット銀行
の代表口座の口座番号、支店番号、ユーザーネーム、ログインパスワード、キャッシュカード暗証番号等が必要になる場合があります。 

住信SBIネット銀行のインターネット
投票サービスはこんなに便利

即PATとは銀行と提携したJRAのインターネット投票サービスのことです。当社の口座
を持っていれば、申し込んだその日からパソコン・スマートフォン・ケータイで馬券が買
えます。しかも発売時間中でも追加入金ができるスグレモノ ！ まさに、忙しい競馬ファン
の頼もしい即戦力です ！

インターネット投票サービスについて

大好評 ！ JRAのインターネット投票サービス即PATにも対応 ！

お客さまの
住信SBIネット銀行

代表口座

出金

入金

入金指示
公営競技サイト

公営競技

自宅のパソコン・モバイルから

お客さまの
インターネット
投票会員ページ

精算

ATM パソコン

投票

払戻し

ボートレース 競馬 競輪 オートレース
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サービスのご紹介6

SBI少額短期保険 いきいき世代
リスタは地震被災者の生活再建「リ・スタート」を応援します。 被保険者様が亡くなられた際に100万円～300万円をお支払いします。

お気軽にお問い合わせください ！

0120-431-909
受付時間　平日9：00～18：00
　　　　　（土・日・祝日は資料請求専用）

地震への備えは万全ですか？
あなたの暮らしと住まいを支える保険

フリーダイヤル

http://www.jishin.co.jp/
インターネット

リスタ 検 索

【保険引受会社】SBI少額短期保険株式会社
このページは商品の概要を説明しております。詳細につきましては、「契約概要」「注意喚起情報」「普通保険約款」を必ずご確認ください。　

お葬式代程度を準備できる、手ごろな死亡保険です

●こんな方におすすめしたい保険です●

最低限、
自分のお葬式代は
用意したい

これからの
年齢でも入れる
保険を探している

加入している
死亡保険がなく
死後が心配

「最期までまわりに迷惑をかけず身ぎれいに生きたい」
そんな声から生まれた、シンプルで負担の少ない死亡保険です。
お手持ちの保険の上乗せや満期後の保障として、ご活用ください。

他にも充実の加入者サービスであなたの健康をサポート

●24時間無料電話健康相談サービス
　電話・面談カウンセリングによる
●こころのサポートサービス
　受けている治療について
　別の医師の意見を聞くことができる
●セカンドオピニオンサービス…など

保険料は65歳男性で、月々2,450円
ささやかでも大切な人への思いやり 手ごろだから今からでも備えられます死亡保険

3
つ
の
コ
ー
ス
か
ら

お
選
び
く
だ
さ
い

お申し込みは

20歳～79歳まで

保障は90歳まで
継続可能です ！

しっかり準備したい

200万円コース
さらに安心な

300万円コース

不足を補いたい

100万円コース

人気の“聖路加”※の
１日人間ドックが特別価格で
早期優先予約できます ！

加入すると…

死亡保険「あんしん世代」のほかに医療保険「新いきいき世代」もございます。資料のご請求はお気軽にどうぞ ！

０１２０-７４-８1６４
フリーコール

http://www.i-sedai.com/
インターネット

お客様の回線の契約種類によって無料ダイヤルにつながらない場合は
03-6779-4150 ＜有料＞
受付時間　午前9時～午後7時（日・祝・休業日を除く）

ホームページでは簡単な入力で保険料のお見積もりができます。
ぜひご利用ください。

300万円 500万円 600万円 700万円 900万円

300万円 500万円 600万円 700万円

300万円 500万円 600万円

300万円 500万円

300万円

地震に備える保険 住まいと暮らしに安心を。

リスタでは、地震を原因とした
次のような被害を受けた場合に
補償されます。　

倒壊 火災 地崩れ・土砂災害 津波・流出 地盤沈下・液状化

補償対象

地震による…

ご加入いただける保険金額（補償額）
補償額は、300万円～900万円 (全壊の場合)の
5タイプをご用意いたしました。

あなたの世帯人数 ご加入いただけるタイプ

世帯人数によって
お選びいただけるタイプ数

が異なります
▶保険金は、地方自治体が調査し発行する
　「り災証明書」の被害認定に応じてお支払いいたします。

保険料
リスタは、保険料がお手頃です。

　

※保険料は都道府県、建物構造、設定した保険金額により異なります。

保険料は月額　　　円から ！
単独で入れます

リスタは　　　 で
加入できます！
単独

単独OK！ 併用OK！ 併用OK！
地震保険

共済

※ 被害認定が一部損の場合はお支払いの対象とはなりません。
※ Resta（リスタ）の正式名称は「地震被災者のための生活再建費用
保険」です。

※ リスタはお住まいを所有かつ居住していること、お住まいが新耐震基
準を満たす建物であることなど、お引き受けに一定の制限があります。

（BS01-2013-899）
5人以上の方

4人の方

3人の方

2人の方

1人の方
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サービスのご紹介6

住宅ローンのご相談やお申し込みは、お近くの店舗へお気軽にお問い合わせください。

0120-353-791
［ 平日10：00～19：00　土日祝日10：00～17：30 ］
※年末年始は休業。

SBIモーゲージ株式会社
関東財務局長（4）第01291号 日本貸金業協会会員 第002810号

フリーダイヤル

http://www.sbim.jp/
インターネット

SBIマネープラザ

お借り換えも
SBIモーゲージ

独自の無料サービスでお客様をサポート ！

今住宅ローンを借り換える人が増えています。

金利が低水準な今こそ
お借り換えのチャンス ！ わずか5分でお借り換え後の返済プランを確認

お借り換えのタイミングを毎月メールでお知らせ

借り換え査定

レートウォッチャー

SBIモーゲージの【フラット３５】なら

※1 【フラット３５】業界最低水準（ただしスタンダードタイプの場合）。
　　SBIモーゲージ調べ。
※2 一部繰上返済は、各回100万円以上から承ります。

業界最低水準の金利（※1） スピーディーな審査対応

保証料0円、繰上返済手数料0円（※2）

全期間固定に比べて金利が低いため、月々の返済額を抑えたい
方におすすめです。（団信保険料が金利に含まれています。）

変動金利型＆固定金利期間選択型

当初固定金利15年型が新登場 ！
当初の金利の固定期間が15年と長めで、金利上昇リスクを抑えた
安心の住宅ローンです。

安心で選ぶなら
全期間固定金利の住宅ローン【フラット３５】 金利タイプを選べる

住宅ローン SBIフリーダム

SBIモーゲージは

3年連続シェアNo.1No.1
330社中

2012年4月～2013年3月実績 ※2010年度～2012年度統計、【フラット３５】実行件数
   （SBIモーゲージ調べ）

シェア 全国196の店舗で
専門スタッフが
サポートいたします。

※2013年9月30日現在の店舗数

住宅ローンはSBIモーゲージお金に関するあらゆる相談窓口

毎月様々なテーマで、どなたでもご参加いただける無料のマネーセミナーも開催しています ！

SBI証券の口座開設やお取引

SBIモーゲージ

SBIマネープラザ株式会社（金融商品仲介業者）　登録番号：関東財務局長（金仲）第385号　当社は、所属金融商品取引業者の代理権は有しておりません。当社は、金融商品仲介業に関して、お客様から直接、金銭や有価証券のお預かりを
することはありません。
所属金融商品取引業者：株式会社ＳＢＩ証券　登録番号：関東財務局長（金商）第44号　加入協会：日本証券業協会、一般社団法人金融先物取引業協会
生命保険募集代理店　〒106-6017 東京都港区六本木1-6-1 泉ガーデンタワー 17F　募資：1311-KL08-S0681

今すぐ投資を始めたい、毎月の家計を見直したい方は、全国のSBIマネープラザへ！

0120-142-892
携帯・PHSからもつながります。
受付時間　平日8：00～18：00（年末年始を除く）

お近くの店舗探し、来店予約、セミナーのお申込は
SBIマネープラザのWEBサイトをご覧ください ！

フリーダイヤル

http://www.sbi-moneyplaza.co.jp/ 
インターネット

●平日16時までのご来店で口座開設いただくと最短でその日から株取引が可能
●NISA（ニーサ）口座の活用法や株式・債券・投資信託の投資相談を受付中証券

取扱商品・サービス（2013年10月末時点）
生命保険会社17社、損害保険会社22社、少額短期保険会社3社。SBIモーゲージの【フラット３５】、SBI証券の口座開設サービス、生命保険分析サービス、太
陽光発電システム、その他SBIグループ企業の取扱商品。
（事業主様、企業様向けの経費削減のご相談も承ります。）
※店舗により取扱商品が異なる場合がございます。詳細は店舗にお問い合わせください。

SBIグループ含む約40社の生命保険、がん保険、火災保険など
●複数の保険会社の商品を組み合わせてオリジナルプランの設計が可能
●加入中の保険の内容がひと目でわかる「生命保険分析サービス」実施中保険

SBIモーゲージの【フラット３５】
●新規借り入れや借り換えのシミュレーションで安心の返済計画をご提案
●書類の準備などご契約までの面倒なお手続きをトータルサポート住宅ローン

モバイルアクセス



2013年 ベストスプレッド賞を受賞 ！　※フォレックス・マグネイト東京サミット2013にて

【外国為替証拠金取引に関するご注意】 
口座開設・維持費および取引手数料は無料です。本取引は元本及び利益が保証されるものではありません。本取引は、取引金額（約定代金）に対して少額の取引必要証拠金をもとに取引を行うため、取引必要証拠金に比べ多額の利益を
得ることもありますが、その一方で短期間のうちに多額の損失を被る可能性があります。本取引は、通貨等の価格又は金融指標の数値の変動により損失が生ずるおそれがあり、かつその損失の額が預託した証拠金の額を上回ることがありま
す。法人のお客様の場合、毎週末最終営業日の取引終了時間(夏時間午前 5：30、冬時間午前 6：30)の 15分前時点で証拠金維持率が 200％を下回っている場合、お客様の建玉を順次強制的に決済するため、意図せざる損失を被るお
それがあります。スワップポイントは金利情勢の変化等により変動しますので、将来にわたり保証されるものではありません。取引レートは2Way方式で買値と売値は同じでなく差があります。取引は1通貨単位からです。本取引にあたって必要な証
拠金の額は取引通貨ごとに異なり、取引通貨レートに応じた取引額に対して一定の証拠金率（個人のお客様：4％(レバレッジ25倍)、法人のお客様：0.5％(レバレッジ200倍)）の証拠金が必要となります。お取引を始めるに際しては、「契約締
結前交付書面」等をよくお読みのうえ、取引内容や仕組み、リスク等を十分にご理解いただき、ご自身の判断にてお取引くださるようお願いいたします。

※バニラ Visa オンラインはインコム・ジャパン株式会社の登録商標です。

※お客様の個人情報については当社利用目的以外には使用いたしません。詳しくは、当社ホームページの「個人情報保護方針」をご覧ください。

SBIレギュラーカードは年会費が無条件で永年無料 ！

年会費永年無料なのに、こんなにおトク ！

日本初上陸 ！ Visaプリペイドカード 『バニラ Visa』　全国で販売開始 ！
インターネット決済専用プリペイドカード 『バニラ Visa オンライン』

15 16

サービスのご紹介

SBI  FXトレード株式会社SBIカード株式会社

SBIカード 検 索

お問合せはこちら

http://www.sbicard.jp/
インターネット

世界中のVisaオンライン加盟店でご利用できます。
全国のコンビニエンスストア・家電量販店でご購入できます。
詳しくはこちら　　http://vanilla-online.jp/

0120-820-531
（9：00～18：00／年末年始休）

SBIカード・インフォメーションデスク

ポイント高還元率最大1.2％ ！
ショッピングご利用金額1,000円につき10ポイントが貯まります。
5,000ポイントで5,000円、10,000ポイントなら1.2倍の12,000円分を還元 ！

貯まったポイントはキャッシュバック ！
ＳＢＩカードで貯めたポイントは現金に交換 ！
お客様のご登録口座にキャッシュバック ！

充実の国内・海外旅行傷害保険
国内・海外旅行傷害保険金額は最高2,000万円。
しかもカードをお持ちでないご同行のご家族まで補償する家族特約付き ！

新規入会キャンペーン実施中 ！
お得なポイントプレゼント ！

6

SBI FXトレードが選ばれる3つの理由 ！
※上記スプレッドは原則固定（例外あり） 
　1万通貨注文まで

①取引に係るコストを削減 ！ 米ドル／円0.27銭
業界最狭水準のスプレッドで、取引に係るコストを削減。
レートも業界初となる小数点4桁表示で、お客様の収益機会も拡大 ！

②1ドルから1,000万ドルまでのお取引が可能 ！
1回のご注文で「1通貨」単位から「1,000万通貨」単位のお取引が可能です。
様々なお客様の投資スタンスに合わせて取引することができます。

③口座管理手数料・取引手数料0円
口座管理手数料や取引手数料は無料です。
クイック入金を利用すれば入金手数料も無料でご利用頂けます。

スマホでアクセス ！

お問合せはこちら

0120-982-417
フリーコール

https://www.sbifxt.co.jp/
インターネット

商号：SBI FXトレード株式会社（金融商品取引業者）
登録番号：関東財務局長（金商）第2635号
加入協会：一般社団法人金融先物取引業協会（会員番号1588）

携帯電話の方はこちら03-6229-0944
受付時間：月曜日～金曜日 （AM9：00～PM5：00）※祝日等を除く 

ベストスプレッ
ド賞受賞

 ！

S
①

受賞
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7サービスのご紹介 （2013年9月30日現在）会社概要・株式の状況6

安心安全を目指して
当社のサプリメント・化粧品はすべて、厳格な品質
管理を実施する国内の工場で製造しています。長
年の研究により、お酒や醤油と同じ発酵法での製
造を実現しました。

健康と美容にALA（アラ）
ALAとは5-アミノレブリン酸と呼ばれる体内のミトコンドリアで作られる
天然のアミノ酸の一種です。ヘムやシトクロムと呼ばれるエネルギー
生産に関与するタンパク質の原料となる重要な物質ですが、加齢に
伴い生産性が低下することが知られています。36億年前、地球上に生
命が誕生したときにもALAが関わっていたと考えられ、 生命の根源物
質とも言われています。｠ 

こんな食品にもALA（アラ）が
日本人の食生活にも深い関わりのあるお酢、 醤油
などの発酵食品に多く含まれています。 江戸時代
から飲まれてきた甘酒にも ALAが多く含まれてい
ることが研究から明らかになっております。また、ほ
うれん草やピーマンなどの緑黄色野菜に多く含ま
れている栄養素です。

お問合せはこちら

0120-952-755
お客様窓口フリーダイヤル

http://www.5-ala.jp/
SBIアラプロモ公式ショップ アラ・オンライン

商品のご購入、取扱店舗のお問合せはこちらまで受付時間　9：00～18：00（年中無休）
携帯電話・PHSからもご利用いただけます。

会社概要

役員

株式の状況

所有者別株式分布状況

大株主

株主名 持株数
（株） 

持株比率
（％）

（上位10名）

個人・その他 38.3

金融機関 20.8 外国法人等 32.3

自己株式 3.3その他国内法人 1.0
証券会社 3.9

※持株比率は自己株式を控除して計算しています。

社名

英文表記

本社

事業内容

設立

資本金

従業員数

SBI ホールディングス株式会社

SBI Holdings, Inc.

東京都港区六本木一丁目6番1号

株式等の保有を通じた企業グループの統括・運営等

1999年7月8日

816億81百万円

連結5,084名　単体176名

発行可能株式総数

発行済株式総数

株主数

日本トラスティ・サービス信託銀行（株）（信託口）
日本証券金融（株）
日本マスタートラスト信託銀行（株）（信託口）
サジヤツプ
ドゥチェ モルガン グレンフェル シーアイ リミテッド ジェネラル 
クライアント アカウント
北尾 吉孝
オーエム０４ エスエスビークライアントオムニバス
ザ チェース マンハッタン バンク エヌエイ ロンドン エス エル
オムニバス アカウント
資産管理サービス信託銀行（株）（証券投資信託口）
ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー 505225

9,946,730
8,471,900
6,837,400
5,476,640
3,826,403

3,809,960
3,418,975
3,163,015

2,971,400
2,791,668

4.5
3.9
3.1
2.5
1.7

1.7
1.5
1.4

1.3
1.2

341,690,000 株

224,561,761 株

184,080 名

代表取締役 執行役員社長 北尾 吉孝
取締役 執行役員副社長 井土 太良
取締役 執行役員専務 中川 隆
取締役 執行役員専務 朝倉 智也
取締役 執行役員常務 森田 俊平
取締役 執行役員常務 円山 法昭
取締役 執行役員 李 沛倫
取締役 髙村 正人
取締役 田坂 広志
取締役 吉田 正樹
取締役（社外） 永野 紀吉
取締役（社外） 渡邊 啓司
取締役（社外） 玉木 昭宏
取締役（社外） 丸物 正直
取締役（社外） 佐藤 輝英
執行役員 平井 研司
執行役員 相原 志保
執行役員 藤田 俊晴
執行役員 山田 真幸
執行役員 中村 秀生
執行役員 宮崎 誠
執行役員 内尾 和仁
常勤監査役 藤井 厚司
監査役（社外） 島本 龍次郎
監査役 多田 稔
監査役（社外） 早川 久

株価／出来高の推移

※小数点以下第2位を切り捨てて表記しています。（％）
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’13.1 ’13.4 ’13.7 ’13.9’12.10

SBIアラプロモ

新商品

※5- アミノレブリン酸リン酸塩として

左より 『アラプラス ゴールド』（9,800円）90粒入り 1粒にALA※を10mg配合 1日の目安 2～3粒、
『アラプラス』（2,980円）45粒入り 1粒にALA※を5mg配合 1日の目安 3粒 価格はいずれも通常価格、税込み

ALAを通じて、健康で活力のある社会を創造する。


